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議会報告会 報告書 

 

担当班：  ２ 班  班代表者： 園田 依子            

 

概要 

地区名 ： 城北地区 

日時  ： 平成 25 年 5 月 12 日（日） 

        19：30 ～ 21：10  

場所  ： 玉水会館  

参加人数： 11 人(男 10 人・女 1人) 

【出席議員】 

園田依子 

恒田正美 

林  茂 

小畠政行 

吉田浩明 

大上磯松 

（１）開会あいさつ ：園田 

（２）議会報告   ：大上 

（３）質疑応答   ：下記参照 

（４）意見・提言等 ：下記参照 

（５）閉会あいさつ ：吉田 

挨拶・総括    ： 園田 

司会進行     ： 恒田 

報告・ＰＰ操作  ： 大上 

受付       ： 林・吉田 

記録       ： 林・吉田 

写真･会場（マイク）： 小畠 

 

【主な質疑】 

質疑・意見 回答 

・農工団地について、市では 3か所を予定されているが 

 農地のままで実現できるのか。議会として、市長答弁を聞いてどう

対処しているのか。 

・3 か所の内、中央地区を中心に企業誘致を進めようと農都の森構想を打ち

立てすすめようとしていますが、議会としても、基盤整備をしなければ実

現の可能性が難しいと考えます。手だてが必要と指摘し、売却金額に早急

に目途を付けるよう申し入れています。 

・議員に、意見が出ていることを認識するよう報告しました。 

・自然エネルギー対策で、小水力発電等の取り組みを予算化 

 できないか。 

・実現可能か、今後の研究・検討課題として取り組みます。 

・議員に、意見が出ていることを認識するよう報告しました。 

・原子力発電について、議会としてどう取り組むのか。 
・調査研究していきます。 

・議員に、意見が出ていることを認識するよう報告しました。 



2／3 

質疑・意見 回答 

・議会制民主主義についてどう考えるのか。市民が署名活動を行って

も議会で否決されればどうにもならない。市民の思いをしっかりと

受け止め、審議してほしい。 

・市民の声を受け止めて協議をしていきます。議会報告会もそのひとつの取

り組みです。 

・議員に、意見が出ていることを認識するよう報告しました。 

・「人・農地プラン」が 25年度で終結の予定であるが、議会としてど

う取り組むのか。 
・担当常任委員会で、しっかり取り組んでいきます。 

・県道 南新町―丸山線 知足 佐倉間において、集中豪雨で崖が崩

れ一年近く放置されている。早期に改修するよう申し入れてほし

い。 

・工事予定等を調査し、県へ働きかけます。 

・執行者に、意見があったことを伝えます。 

・河原町―カクマツ付近 篠山中学校の通学路。県道であるが危険な

カ所であり県へ要望している。地元議員だけでなく他の議員も認識

して早期実現してほしい。 

・調査し共通認識として取り組みます。 

・執行者に、意見があったことを伝えます。 

・泉橋は完成したが、歩道拡幅のため、城東保育園の西の桜の木を切

らなくてはならない。樹も相当古いものであり当初計画で避ける手

立ては出来なかったのか。 

・計画段階でどうであったのか確認します。 

・執行者に、意見があったことを伝えます。 

・篠山医療センターが院内から院外薬局になり、センターから離れた

薬局に行かなくてはならない。雨や雪の日など患者は苦労してい

る。弱者目線が欠けているのではないか。 

・現状を確認します。 

・市は創造都市ネットワークに加盟すべくすすめられているが、市と

してどのように取組んでいくのか。 
・担当常任委員会で、進捗に留意し、しっかり確認していきます。 
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質疑・意見 回答 

・議員期末手当が 10％減とされたが、若い議員はこれで生活できる

のか。市職員の数も削減され給料の減額で職員としてのモチベーシ

ョンの低下につながることを懸念する。サービス低下にならないよ

う、議会としてチェックをしてほしい。 

・機能を発揮していき、市民サービスに向け努力するよう、議会としてしっ

かりチェックしていきます。 

・このような意見が出たことを、全議員に報告しました。 

 


